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1. はじめに 
 分野融合については、これまでSPRUCを中心に進
めておりますが、ここにきて仕切り直しが必要にな
ってきたようです。今後どのように進めていくかに
ついては次号以降に記したいと思います。異分野を
跨いだ研究を進めるには、異なる研究分野の方々と
の対話が必要になると思います。むしろ、最初から
意識してそのような研究が生まれることは稀なこと
なのでしょう。私自身は物性物理学の分野で研究を
していますが、新型コロナウイルスが発生する前に
は、異分野の研究者の方々との対話の機会があり、
そこから時折、気付きを得ることがありました。こ
こ数年、国内外で異常気象による災害が数多く報告
されるようになりましたが、その中でも地球の赤道
域で発生するエルニーニョ現象は日本を含め世界中
の異常気象の要因となり得ると言われています。こ
のエルニーニョ現象ですが、赤道付近で東に一方向
に流れる気流「ケルビン波」が原因と考えられてい
るそうです。その「方向を変えない強固な気流」が
トポロジカルな現象であると指摘した研究が 2017
年に発表されました[1]。トポロジカルという言葉は、
馴染みのない方が多くいらっしゃるかも知れません
が、物性物理学分野ではトポロジカル物質が10年位
前から盛んに研究されるようになり、私自身の研究
対象でもあります。10年前はトポロジカルという言
葉がセンセーショナルで、全く新しいものという捉
え方が蔓延しておりました。しかし、2016年のノー
ベル物理学賞で、その概念がすでに80年代にはでき
ていたということに気付かされるのです。1980年に
Von Klitzing 博士らにより整数量子ホール効果が発
見されました[2]。そもそもホール効果は、磁場中では
電流と磁場に直交した方向に起電力が発生する現象
として知られていますが、整数量子ホール効果はそ
の直交した方向に生じるホール伝導度が飛び飛びの

値を取る量子化現象です。この発見後、理論研究者
によって、その整数値がトポロジカルな性質からき
ていることが明らかにされました[3]。その中のお一人
がThouless 博士で、2016 年にノーベル物理学賞を
受賞されました。これだけ述べると、基礎物理学の
中に閉じた話に感じられる方も多いと思いますが、
話はここからです。整数量子ホール効果でも一方向
に流れ、不純物などに散乱されない電流（エッジ電
流）があります。磁場をかけると電子はローレンツ
力で回転運動し、あたかも陽子の周辺を回転する原
子に舞い戻ったかのようになり、絶縁体化します。
しかし、試料の端では電子は円軌道を形成すること
ができず、電流が一方向に流れるというものです。
ケルビン波では、外部磁場により電子が受けるロー
レンツ力を、地球のコリオリ力に置き換えて考える
と同じ数学構造で理解できるというものだそうです。
その意味では、地球そのものをトポロジカル絶縁体
として捉えることができると考えられます。このよ
うなトポロジカルな理由でケルビン波も天候や様々
な障害物があるにも関わらず赤道という地球の境界
で流れ続ける気流となるのだそうです。この話をお
聞きし、とても興味深いと思いました。ここでは、
これを細かにお伝えしたいということではなく（そ
の割には紙面を費やしてしまいましたが）、異分野の
方々との対話によって、新たな発想が生まれてくる
ということです。先の話は、単なる数学的な一致に
満足するというものにも感じられますが、ケルビン
波の起源がわかることで地球温暖化の問題解決にも
つながるはずと想像を膨らませています。 
 分野融合を考える際に、企業における研究開発も
視野に入れる必要があります。私もこの立場になっ
て気付かされたことも多いのですが、「産業は学問の
道場である」という言葉に代表されるように、やみ
くもに製品開発をするよりも、学理に基づいて行う
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必要があるということは、これまでも実証されてい
るようです。その中で、分野融合というものが、企
業にとっても、なくてはならないというものなのか
も知れません。企業理念もここ10年で変わってきた
と思います。最近、日用品大手のユニリーバのCEO
を務めた Polman 氏のインタビューを聞く機会があ
りました[4]。17 の項目を含む持続可能な開発目標、
いわゆるSDGsは2015年に国連サミットで採択され
たものですが、ユニリーバはその随分前から、企業
概念に取り込んでいたとのことです。当時は、「なぜ
森林破壊を心配するのか？」「なぜ国連に出入りする
のか？」などと皮肉や疑念の声が絶えなかったとい
うことですが、Polman氏は強い信念でそれを進めて
きたということです。今ではSDGsが設定され、様々
な企業がそれに参入しているわけですが、ユニリー
バはいち早く「地球そのものをステークホルダー（利
害関係者）」として扱うようなビジネスモデルを示し
たのです。企業にとって、SDGsのために投資は必要
ですが、長期的に見ると企業の成長を促すものであ
るという認識のようです。先日の BLs アップグレー
ド検討ワークショップでも施設側から提示されたプ
ランは SDGs に基づき、よりプロダクティブな研究
支援体制を作るというものでした。たとえば、使い
捨てのプラスティックの代わりとなるリサイクル可
能な材料の探索・開発など色々あるようです。材料
探索・開発の観点では、人工知能や機械学習なども
関わってきて、まさにDXを活用したビームラインの
開発が必要ということになってくるでしょう。ユニ
リーバは想像力と深い信念で持って SDGs が設定さ
れる前に、ユニークなビジネスモデルを立てていた
わけですが、我々ユーザーも、10 年後 20 年後の研
究モデルを設定し、現在に「照らし戻す」ことが必
要になってきたということなのかも知れません。 
 
2. SPring-8シンポジウム2021の開催 
 SPRUCの重要な活動の一つとして、SPring-8シン
ポジウムが挙げられます。今年は記念すべき10回目
となりますが、昨年に引き続き、オンラインを主体
としたハイブリッド形式の開催が決まりました。昨
年は 1 日だけの開催でしたが、今年は SPring-8 や
SACLAで行われた成果報告も含め2日間の開催とな
ります。昨年は「ポスト・コロナ時代のSPring-8利

用」と題して開催したわけですが、そこで色々なこ
とを学びました。この機会に実験のリモート化を進
め、より効率の良い成果創出の環境作りをしていく
ことが必要であるとのメッセージがありました。ま
た、このことで、普段放射光に近寄れなかったユー
ザーの敷居を下げることにもつながり、新たなユー
ザー開拓も可能であるというものでした。構造生物
学の分野では、すでに10年以上前からリモート化を
進めていて、昨年のシンポジウムではその経験や今
後の進め方について関係者の方々から教えていただ
きました。今年は、いっそのこと将来像を設定し、
そこから現在に照らし戻して「今我々は何をすべき
か」を問う機会にしようという声が上がりました。
将来像には当然、リモート化、DX、AIなどが関わっ
てきます。また、欧米の動きにも目をやると、コロ
ナをきっかけにリモート化が急速に進んでおります。
先ほども述べましたが、新しい研究、とりわけ分野
を跨ぐような研究を進めるには、異分野の方々との
対話や情報収集が必要だと思います。このシンポジ
ウムでは、新たな気付きの場になるとともに、会員
の皆さんの将来像をSPring-8のそれに射影してみて
いただければと思います。ぜひ、たくさんの会員の
方々にご参加いただき、有意義な議論ができる機会
になることを切に願っております。 
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